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方 晶 １ ） ・ 海 津 正 倫 １ ） ・ 大 平 明 夫 ２ ）

１ ） 名 古 屋 大 学 文 学 部 地 理 学 教 室
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１ は じ め に

〒４ ６ ４ - ８ ６ ０ １ 名 古 屋 市 千 種 区 不 老 町

２ １ ５ ５ 宮 崎 市 学 園 木 花 台 西 １ - １

沖 積 低 地 に お け る 泥 炭 地 の 形 成 は ， 完 新 世 の 海 水 準 変 動 お よ び 気 候 変 動 な ど の 環 境

変 化 と 密 接 な か か わ り を 持 っ て い る （ 海 津 ， １ ９ ９ ０ ） ． 北 海 道 の 海 岸 沖 積 低 地 に は ，
完 新 世 の 泥 炭 層 が 良 好 に 発 達 し て お り ， こ れ ら の 泥 炭 層 の 形 成 と 海 水 準 変 動 と の 関 わ

り が 検 討 さ れ て き た （ た と え ば ， 大 平 ほ か ， １ ９ ９ ４ ） ． 現 在 ， 筆 者 ら は ， 北 海 道 北 部 ，
オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 の 浜 頓 別 周 辺 （ ク ッ チ ャ ロ 湖 周 辺 低 地 ・ 頓 別 川 低 地 ） に 発 達 す る 泥

炭 地 の 形 成 お よ び 完 新 世 の 古 環 境 変 化 に 関 し て 調 査 を 進 行 し て い る ． こ の 地 域 に お い
て は ， 完 新 世 の 相 対 的 海 水 準 変 動 の 問 題 と 関 連 し て ， 従 来 か ら 沖 積 低 地 の 地 形 ， 完 新

世 の 堆 積 物 お よ び 貝 化 石 に 関 し て 多 数 の 研 究 が 行 わ れ て い る （ 大 島 ほ か ， １ ９ ７ ２ ； 高
木，１９７７；中山・高木，１９８４；松島，１９８２；Ｋｕｍａｎｏｅｔａｌ．，１９８４；前田，１９８４；

前 田 ほ か ， １ ９ ９ ４ ） ． し か し ， 頓 別 川 低 地 に お け る 泥 炭 地 の 形 成 お よ び 完 新 世 後 半 の

古 環 境 変 化 に 関 し て は ま だ 十 分 な 研 究 が な い ． 本 稿 で は ， １ ９ ９ ７ 年 ８ 月 に 行 っ た ハ ン ド
ボ ー リ ン グ 調 査 に よ っ て 採 取 さ れ た 泥 炭 層 の Ａ Ｍ Ｓ １ ４ Ｃ 年 代 に つ い て 報 告 す る ．

２ 調 査 地 域 の 地 形

本 地 域 の 地 形 的 特 徴 を 把 握 す る た め ， 縮 尺 ４ 万 分 の １ の 空 中 写 真 ０ ９ ４ ７ 年 撮 影 ） を
使 っ て ， 浜 頓 別 周 辺 の 地 形 分 類 図 を 作 成 し た （ 第 １ 図 ） ． 本 地 域 の 地 形 は 丘 陵 と 更 新

世 の 段 丘 ， 湖 岸 低 地 と 沖 積 低 地 お よ び 海 岸 部 の 発 達 す る 砂 州 と 砂 丘 に 区 分 さ れ る ． 頓
別 川 沖 積 低 地 で は ， 宇 曽 丹 川 ， 十 七 線 川 ， 茂 宇 津 内 川 ， 宇 津 内 川 ， 鬼 河 原 川 ， 一 己 内

川 な ど の 支 流 が 頓 別 川 に 合 流 し ， オ ホ ー ツ ク 海 に 流 れ 込 む ． 低 地 の 下 流 部 で は ， 幅 平
均 ２ ｋ ｍ ， 勾 配 １ ／ １ ５ ０ ０ で あ る ． 空 中 写 真 の 色 調 の 違 い に 基 づ い て ， 低 地 を 泥 炭 地 と

川 沿 い の 氾 濫 原 に 区 分 し た ． 頓 別 川 お よ び 各 支 流 に 沿 っ て 灰 色 の シ ル ト ， 粘 土 と 細 砂
か ら な る 氾 濫 原 の 堆 積 物 が 分 布 す る ． 頓 別 川 は 著 し く 蛇 行 し ， 沖 積 面 に は 顕 著 な 旧 流

路 が 見 ら れ る ． 各 河 川 の 間 に 泥 炭 地 が 大 規 模 に 広 が る ． 泥 炭 層 の 厚 さ は 最 大 約 ４ ． ５ ｍ
に 達 し ， 河 川 を 離 れ る ほ ど 厚 く な る 傾 向 が あ る ． 頓 別 川 河 口 北 西 部 で は ０ ． ５ ～

１ ． ２ ５ ｋ ｍ ， 標 高 ５ ～ １ ０ ｍ の 波 状 の 砂 丘 が み ら れ る ． 空 中 写 真 か ら ， 海 岸 線 に 並 行 な 細
い 縞 状 地 形 を な し て い る こ と が 確 認 で き る ． 一 方 ， 頓 別 川 河 口 に は ， 海 岸 に 長 さ 約
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第２図浜頓別泥炭地における地質柱状図

堆 積 物 の 記 載 と 泥 炭 層 の Ａ Ｍ Ｓ １ ４ Ｃ 年 代

現 地 調 査 は ， １ ９ ９ ７ 年 ８ 月 ４ 日 か ら １ １ 日 に 行 っ た ． ボ ー リ ン グ サ ン プ ラ ー

（Ｅｉｋｅｌｋａｍｐｂｉ-ｐａｒｔｉｔｅｇｏｕｇｅａｕｇｅｒ）を使用して，頓別川低地において計１０地点，
ク ッ チ ャ ロ 湖 沿 岸 低 地 に お い て ２ 地 点 で サ ン プ ル を 採 集 し た （ 第 １ 図 ） ． １ ／
２ ５ ， ０ ０ ０ の 地 形 図 の 等 高 線 と 水 準 点 か ら 判 断 し ， 掘 削 地 点 の 標 高 は ， 頓 別 川 低 地 の Ｔ

１ 地 点 ～ Ｔ ７ 地 点 が 約 ９ ～ ７ ｍ ， Ｔ ８ 地 点 が 約 ５ ｍ ， Ｔ ９ 地 点 が 約 ４ ｍ と 思 わ れ る ．

泥 炭 層 の 基 底 高 度 は 場 所 に よ っ て 異 な る が ， 泥 炭 層 基 底 高 度 は す べ て Ｏ ｍ を 越 え る ．

多 く の 地 点 で は 一 般 に 標 高 約 ３ ～ ５ ｍ に 位 置 す る ． 河 川 に 近 い Ｔ ３ 地 点 と Ｔ ４ 地 点 は
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泥 炭 層 の 層 厚 は 薄 く ， 泥 炭 層 の 基 底 が 他 の 地 点 よ り 高 い ． こ れ ら の 泥 炭 層 の 下 位 に あ

る シ ル ト 質 粘 土 ・ 砂 層 は 河 川 氾 濫 の 堆 積 物 と 考 え ら れ る の で ， そ の 下 位 に 泥 炭 が 存 在
す る 可 能 性 も あ る ． 流 路 か ら 離 れ て い る Ｔ Ｉ 地 点 ， Ｔ ５ 地 点 ， Ｔ ６ 地 点 ， Ｔ １ ０ 地 点 で は

泥 炭 層 の 層 厚 が 厚 い ． 一 番 上 流 川 の Ｔ １ 地 点 の サ ン プ ル に つ い て 珪 藻 分 析 を 行 っ た 結
果 ， 泥 炭 層 で は 淡 水 珪 藻 が ， 泥 炭 層 直 下 の 灰 色 粘 土 層 で は 海 生 珪 藻 の 破 片 が 認 め ら れ

た 。 Ｔ ２ 地 点 で は ， 泥 炭 層 と シ ル ト お よ び 砂 層 が 互 層 し ， 最 上 部 を シ ル ト と シ ル ト 質

砂 層 が 覆 っ て い る ．

名 古 屋 大 学 の タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 使 用 し ， Ｔ １ 地 点 ・ Ｔ ５ 地 点 ・ Ｔ ９ 地

点 に お け る 泥 炭 層 基 底 の １ ４ Ｃ 年 代 測 定 を 行 っ た ． 試 料 の 処 理 の 手 順 を 以 下 に 記 す ． ま
ず ， 各 泥 炭 試 料 を 蒸 留 水 を 入 れ た ビ ー カ ー に 入 れ ， 超 音 波 洗 浄 で 固 定 試 料 の 伏 着 物 除

去 を 行 っ た 後 ， Ｈ Ｃ １ と Ｎ ａ Ｏ Ｈ に 入 れ 加 熱 す る こ と に よ っ て 二 次 汚 染 炭 酸 物 質 の 除
去 の 前 処 理 を 行 っ た ． 次 に ， 線 状 酸 化 銅 に 試 料 を 反 応 さ せ Ｃ ０ ２ 化 し ， 鉄 が 粉 砕 さ れ

た 際 の 混 入 有 機 物 の 除 去 と 空 気 の 接 触 に よ り 起 こ っ て い る 表 面 の 酸 化 の 除 去 の た め に
を 水 素 還 元 用 鉄 粉 の 再 還 元 を 行 っ た ． そ し て ， 二 酸 化 炭 素 を 含 ん だ ガ ス を 真 空 系 に 導

入 し ， 液 体 窒 素 で 捕 集 す る ． さ ら に ， 水 素 ガ ス で 還 元 し た Ｃ か ら １ ４ Ｃ 年 代 測 定 用 の タ
ー ゲ ッ ド を 作 成 し た ．

Ａ Ｍ Ｓ １ ４ Ｃ 年 代 測 定 の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る ． Ｔ １ 地 点 の 深 度 ３ ． ８ ８ ｍ の 泥 炭 年 代
が４，５４０±９５ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-５６５１），Ｔ５地点の深度４．３５ｍの泥炭の年代が４，７８０±

２ ２ ０ ｙ ｒ Ｂ Ｐ （ Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ５ ６ ５ ２ ） ， Ｔ ９ 地 点 の 深 度 １ ． ２ ０ ｍ の 年 代 は ２ ， ２ ６ ０ ±
２５０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-５６５４）である．

Ｔ Ｉ 地 点 と Ｔ ５ 地 点 の 泥 炭 層 基 底 の １ ４ Ｃ 年 代 値 か ら ， 頓 別 川 低 地 お い て は 約 ５ ， ０ ０ ０
～ ４ ， ５ ０ ０ 年 前 に 泥 炭 地 の 拡 大 が あ っ た と 推 定 さ れ ， 従 来 か ら 報 告 さ れ て き た 北 海 道 の

海 岸 沖 積 低 地 に お け る 泥 炭 地 の 形 成 時 期 （ た と え ば ， 大 平 ほ か ， １ ９ ９ ４ ） と 共 通 性 が

み ら れ る ． 今 後 ， 堆 積 物 の 分 析 を 進 め ， 本 地 域 の 完 新 世 の 古 環 境 変 化 に 関 し て 検 討 し
たい．
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Ｋｕｍａｎｏ，Ｓ．，Ｓｅｋ

ｏｆ

ｉｙａｙＫ・・ａｎｄＭａｅｄａ・Ｙ．（１９８４）Ｈｏｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔａｒｙｈｉｓｔｏｒｙ

ｓｏｍｅｃｏａｓｔａｌｐｌａｉｎｓｉｎＨｏｋｋａｉｄｏ，Ｊａｐａｎ．１．ｄｉａｔｏｍａｓｓｅｍｂｌａｇｅｓｏｆｔｈｅ

ｓ ｅ ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ｆ ｒ ｏ ｍ Ｋ ｕ ｔ ｃ ｈ ａ ｒ ｏ Ｌ ａ ｋ ｅ ． Ｊ ａ ｐ ａ ｎ ｅ ｓ ｅ Ｊ ｏ ｕ ｒ ｎ ａ ｌ ｏ ｆ Ｅ ｃ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ ， ３ ４ ，

３８９-３９６．

１５３



Ａ Ｉ Ｖ Ｉ Ｓ ｒ ａ ｄ ｉ ｏ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ｄ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ ・ ｐ ｅ ｓ ｕ ｌ ｔ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｈ ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ ｐ ｅ ａ ｔ

ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｓ ｏ ｂ ｔ ａ ｉ ｎ ｅ ｄ ｆ ｒ ｏ ｍ ｔ ｈ ｅ Ｔ ｏ ｎ ｂ ｅ ｔ ｓ ｕ Ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ Ｌ ｏ ｗ ｌ ａ ｎ ｄ

ｉ ｎ Ｈ ｏ ｋ ｋ ａ ｉ ｄ ｏ

Ｊ ｉ ｎ ｇ Ｆ Ａ Ｎ Ｇ １ ） ， Ｍ ａ ｓ ａ ｔ ｏ ｍ ｏ Ｕ Ｍ Ｉ Ｔ Ｓ Ｕ １ ） ａ ｎ ｄ Ａ ｋ ｉ ｏ Ｏ Ｈ Ｉ Ｒ Ａ ２ ）

１ ） Ｄ ｅ ｐ ａ ｒ ｔ ｍ ｅ ｎ ｔ ｏ ｆ Ｇ ｅ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｙ ， Ｎ ａ ｇ ｏ ｙ ａ ｕ ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ

Ｆ ｕ ｒ ｏ - ｃ ｈ ｏ ， Ｃ ｈ ｉ ｋ ｕ ｓ ａ - ｋ ｕ ， Ｎ ａ ｇ ｏ ｙ ａ ４ ６ ４ - ８ ６ ０ １ ， Ｊ ａ ｐ ａ ｎ ．

２ ） Ｄ ｅ ｐ ａ ｒ ｔ ｍ ｅ ｎ ｔ ｏ ｆ Ｇ ｅ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｙ ， Ｍ ｉ ｙ ａ ｚ ａ ｋ ｉ ｕ ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ

Ｇａｋｕｅｎｋｉｂａｎａｄａｉ，Ｍｉｙａｚａｋｉ８８９-２１５５，ｊａｐａｎ

Ｐ ｅ ａ ｔ ｌ ａ ｎ ｄ ｓ ａ ｒ ｅ ｗ ｅ ｌ ｌ ｄ ｅ ｖ ｅ ｌ ｏ ｐ ｅ ｄ ｉ ｎ ｔ ｈ ｅ ａ ｌ ｌ ｕ ｖ ｉ ａ ｌ ｌ ｏ ｗ ｌ ａ ｎ ｄ ｓ ａ ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ Ｌ ａ ｋ ｅ

Ｋ ｕ ｔ ｃ ｈ ａ ｒ ｏ ａ ｎ ｄ ｔ ｈ ｅ Ｔ ｏ ｎ ｂ ｅ ｔ ｓ ｕ Ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ Ｌ ｏ ｗ ｌ ａ ｎ ｄ ｉ ｎ Ｈ ｏ ｋ ｋ ａ ｉ ｄ ｏ ． ｌ ｎ ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｌ ， ｔ ｈ ｅ

ｅ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｓ ｃ ｐ ｅ ａ ｔ 】 ａ ｎ ｄ ｓ ｈ ａ ｖ ｅ ｂ ｅ ｅ ｎ ｉ ｎ ｆ ｌ ｕ ｅ ｎ ｃ ｅ ｄ ｂ ｙ Ｈ Ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ

ｅ ｎ ｖ ｉ ｒ ｏ ｎ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｌ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ ｓ ｓ ｕ ｃ ｈ ａ ｓ ｓ ｅ ａ - ｌ ｅ ｖ ｅ ｌ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ ｓ ・ Ｔ ｈ ｅ ｐ ｕ ｒ ｐ ｏ ｓ ｅ ｏ ｆ ｔ ｈ ｉ ｓ

ｓ ｔ ｕ ｄ ｙ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ｅ ｐ ｏ ｒ ｔ ｔ ｈ ｅ Ａ Ｍ Ｓ ｒ ａ ｄ ｉ ｏ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ｄ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ ｒ ｅ ｓ ｕ ｌ ｔ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｈ ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ

ｐ ｅ ａ ｔ Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｓ ｏ ｂ ｔ ａ ｉ ｎ ｅ ｄ ｆ ｒ ｏ ｍ ｔ ｈ ｅ Ｔ ｏ ｎ ｂ ｅ ｔ ｓ ｕ Ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ Ｌ ｏ ｗ ｌ ａ ｎ ｄ ． Ｓ ｏ ｍ ｅ ｓ ｏ ｉ ｌ

ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｕ ｐ ｐ ｅ ｒ Ｈ ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ ｓ ｅ ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ｗ ｅ ｒ ｅ ｔ ａ ｋ ｅ ｎ ｆ ｒ ｏ ｍ ｔ ｈ ｅ Ｔ ｏ ｎ ｂ ｅ ｔ ｓ ｕ

Ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ Ｌ ｏ ｗ ｌ ａ ｎ ｄ ｂ ｙ ｕ ｓ ｉ ｎ ｇ ｐ ｅ ａ ｔ - ｃ ｏ ｒ ｅ ｒ ． Ｗ ｅ ｏ ｂ ｔ ａ ｉ ｎ ｅ ｄ ｔ ｈ ｒ ｅ ｅ ｒ ａ ｄ ｉ ｏ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ｄ ａ ｔ ｅ ｓ

ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｓ ｅ ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ ｓ ｂ ｙ ａ Ｔ ａ ｎ ｄ ｅ ｔ ｒ ｏ ｎ Ａ Ｍ Ｓ ａ ｔ Ｎ ａ ｇ ｏ ｙ ａ ｕ ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ ． Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ

ｄ ａ ｔ ｅ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｍ ｏ ｓ ｔ ｈ ｏ ｒ ｉ ｚ ｏ ｎ ｓ ｏ ｆ ｐ ｅ ａ ｔ ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｓ ａ ｒ ｅ ４ ， ５ ４ ０ ± ９ ５ ｙ ｒ Ｂ Ｐ

（ Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ５ ６ ５ １ ） ， ４ ， ７ ８ ０ ± ２ ２ ０ ｙ ｒ Ｂ Ｐ （ Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ５ ６ ５ ２ ） ａ ｎ ｄ ２ ， ２ ６ ０ ± ２ ５ ０ ｙ ｒ Ｂ Ｐ （ Ｎ Ｕ Ｔ Ａ -

５ ６ ５ ４ ） ． Ｔ ｈ ｅ ｓ ｅ ｄ ａ ｔ ｅ ｓ ａ ｒ ｅ ｓ ｉ ｍ ｉ ｌ ａ ｒ ｔ ｏ ｒ ａ ｄ ｉ ｏ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ｄ ａ ｔ ｅ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｈ ｏ ｋ ｋ ａ ｉ ｄ ｏ ．

- １ ５ ４ -


